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［マリー・ユー］

－結婚するなら有田市で－



「結婚」から「こどもの自立」までの各ステージを、まち全体で応援しようと始まったMarry You。
実際に活用された方々にお話をお伺いしました。

― 結婚するなら有田市で ―

［マリー・ユー］

玉
置

　裕
一
さ
ん
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佐
子
さ
ん
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柊
く
ん

た
ま
き
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う
い
ち
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　ぜん
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い
せ
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　そ

　う

梅
本

　景
太
さ
ん

　
　
　晴
香
さ
ん

　
　
　暖
大
く
ん

う
め
も
と

　
　け
い
た

　
　
　
　
　
　は
る
か

　
　
　
　
　
　ひ
な
た

嶋
田

　茜
さ
ん

し
ま
だ

　
　あ
か
ね

場
で
出
会
い
、
結
婚
し

て
２
年
目
に
な
り
ま

す
。
こ
の
制
度
は
、
仕
事
で

市
役
所
を
訪
れ
た
際
に
、

「
Ｍ
ａ
ｒ
ｒ
ｙ
Ｙ
ｏ
ｕ
」
の

パ
ン
フ
レ
ッ
ト
を
見
て
知
り

ま
し
た
。
新
生
活
に
か
か
る

住
居
費
な
ど
の
支
援
が
あ
る

と
知
り
、
「
有
田
市
は
経
済

的
に
も
、
そ
し
て
気
持
ち
の

面
で
も
住
み
や
す
い
ま
ち
だ

な
」
と
感
じ
ま
し
た
。

　
特
産
品
を
プ
レ
ゼ
ン
ト
で

き
る
制
度
で
は
、
お
互
い
両

親
に
食
べ
物
を
贈
り
ま
し

た
。
「
こ
ん
な
制
度
が
あ
る

ん
だ
ね
」
と
喜
ん
で
も
ら
え

て
私
た
ち
も
う
れ
し
か
っ
た

で
す
。

ど
も
た
ち
は
学
校
で
図

工
や
体
育
に
真
剣
に
取

り
組
み
、
友
達
と
仲
良
く
遊

び
な
が
ら
楽
し
く
過
ご
し
て

い
ま
す
。

　
こ
ど
も
が
４
人
い
る
の

で
、
医
療
費
が
高
校
卒
業
ま

で
無
料
の
支
援
制
度
は
と
て

も
助
か
っ
て
い
ま
す
。
風
邪

や
け
が
の
時
だ
け
で
な
く
、

歯
医
者
に
も
気
軽
に
通
え
る

の
は
本
当
に
あ
り
が
た
い
で

す
。

　
ま
た
、
小
学
校
入
学
時
に

は
、
入
学
お
祝
い
金
を
い
た

だ
き
ま
し
た
。
年
度
初
め
は

何
か
と
お
金
が
入
り
用
な
の

で
、
こ
の
支
援
は
と
て
も
助

か
り
ま
し
た
。

職

め
て
の
育
児
で
戸
惑
う

こ
と
も
多
い
で
す
が
、

こ
ど
も
の
笑
顔
が
何
よ
り
も

う
れ
し
く
幸
せ
で
す
。
出
産

の
お
祝
い
金
は
、
何
か
あ
っ

た
時
に
備
え
ら
れ
る
の
で
安

心
で
き
ま
し
た
。
ま
た
、

「
ス
マ
イ
ル
チ
ケ
ッ
ト
」
を

使
っ
て
、
産
前
か
ら
産
後
ま

で
継
続
的
な
支
援
を
受
け
ら

れ
た
こ
と
も
心
強
か
っ
た
で

す
。
特
に
産
後
ケ
ア
事
業
で

は
、
産
後
の
体
調
や
気
持
ち

の
面
で
大
き
な
支
え
に
な
り

ま
し
た
。
些
細
な
こ
と
も
相

談
し
や
す
く
、
人
と
の
つ
な

が
り
も
で
き
た
こ
と
で
、
気

持
ち
が
楽
に
な
り
ま
し
た
。

初

こ

阪
の
大
学
を
卒
業
後
、

市
内
の
会
社
に
就
職
し

て
２
年
目
に
な
り
ま
す
。
仕

事
を
す
る
中
で
も
っ
と
専
門

的
に
学
び
た
い
と
思
い
、
こ

の
４
月
か
ら
通
信
制
の
専
門

学
校
に
通
い
始
め
ま
し
た
。

こ
の
奨
学
金
返
還
の
支
援
制

度
が
、
新
し
い
こ
と
に
チ
ャ

レ
ン
ジ
す
る
大
き
な
後
押
し

と
な
っ
た
の
で
、
本
当
に
助

か
っ
て
い
ま
す
。

　
有
田
市
は
人
が
と
て
も
温

か
く
て
、
地
元
に
帰
っ
て
き

て
よ
か
っ
た
な
と
思
っ
て
い

ま
す
。
こ
ん
な
制
度
が
あ
る

こ
と
を
、
就
職
活
動
を
し
て

い
る
後
輩
に
も
ぜ
ひ
す
す
め

た
い
と
思
い
ま
す
。

大

妊娠・出産

結婚

こどもの

自立

子育て

ステージ 制度内容 補助金・補助割合 要件など 担当課

結婚

結婚新生活支援補助金
新婚世帯の住居に関する経
費（新築・賃貸・引越等）
を支援

新婚世帯の住居に関する経
費（新築・家賃・引越等）
上限30万円（29歳以下は、
60万円）を補助 ・�婚姻届の提出時、夫婦と

も39歳以下　など
経営企画課
℡22-3731

結婚祝贈呈事業
新婚夫婦からお世話になっ
た方へ有田市の産品を贈呈

１万円までの産品
（贈呈カタログから選定）

妊娠
出産

スマイルチケット
妊娠中や産後の悩みを解決
し、笑顔で子育てができる
よう、地域みんなの力で子
育てを応援（協賛事業者に
よるサービス提供）

妊娠時　２万円
出産時　３万円
妊婦体操チケット　３千円

・�妊娠届出時・新生児訪問
時にチケットを配布
・�チケットは「こどもの２
歳誕生月の月末まで」利
用可能

・��妊婦体操チケットは妊娠
中のみ利用可能

健康推進課
℡82-3223

出産祝い補助金
第１子：10万円
第２子：30万円
第３子以降：50万円

・�３カ月以上有田市に住所
を有し、引き続き居住の
意思のある方
・�出産した子の最初の住民
登録が有田市であること
・�出生日から１年以内に申
請が必要

保険年金課
℡22-3514

子育て

こども医療費助成制度
０歳〜高校卒業まで医療費
無料

・�保険の対象外となる治療費
や第三者（交通事故など）
によるケガ・病気の治療費
などは助成の対象外

こども課
℡22-3524

病児保育
保護者が就労等により家庭
での看護が困難なこどもを
病児保育室「きらりん」
（有田市立病院内）にて一
時的にお預かり

無料

・�保護者が就労、傷病等に
より家庭での看護が困難
な場合

・�生後６カ月〜小学６年生
までの病児
・�事前登録が必要（緊急の
場合を除く）　など

小・中学校入学等祝い補助金
小・中学校入学時に
祝金10万円を支給

・�小・中学校に入学するこ
どものいる保護者
・�５月１日に有田市に住所
を有する方　など

修学旅行費補助金
小学生：３万５千円/人
中学生：７万円/人

・�市内の小・中学校に在籍
する児童生徒
・�市内在住で市外の小・中
学校に在籍する児童生徒

教育総務課
℡22-3758

こどもの
自立

奨学金返還支援助成事業
就業・起業する若者の定住
を促進するため、奨学金返
還を支援

奨学金返還額の１/２（上限
12万円）
市内事業所へ就業・起業の
場合、４年目から返還額の
10/10（上限20万円）

・�R3.4.1以降、奨学金を返
還し始めた方
・�有田市に住所を有し、起
業・就業している方
・�満29歳以下の方　など

経営企画課
℡22-3731

支援内容一覧
その他の支援の内容についてその他の支援の内容について
はこちらから�▶▶▶はこちらから�▶▶▶
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お
し
ら
せ

後
期
高
齢
者
医
療
制
度
に

　
　
　
　
　
　
　
　
　

ご
加
入
の
皆
様
へ

　

令
和
７
年
８
月
の
資
格
確
認
書
の
一
斉
更
新

に
つ
い
て
の
お
知
ら
せ　

　

マ
イ
ナ
保
険
証
を
基
本
と
す
る
仕
組
み
に
円

滑
に
移
行
す
る
期
間
を
確
保
す
る
た
め
、
一

時
的
な
運
用
の
期
間
を
令
和
８
年
７
月
31
日

（
金
）
ま
で
延
長
す
る
こ
と
と
な
り
ま
し
た
。

そ
の
た
め
、
後
期
高
齢
者
医
療
制
度
に
加
入
さ

れ
て
い
る
方
に
は
、
マ
イ
ナ
保
険
証
の
有
無
に

関
わ
ら
ず
、
申
請
い
た
だ
く
こ
と
な
く
令
和
８

年
７
月
31
日
（
金
）
ま
で
有
効
な
「
資
格
確
認

書
」
を
令
和
７
年
７
月
初
旬
か
ら
お
一
人
ず
つ

に
お
送
り
し
ま
す
。
色
は
現
在
の
「
う
す
い
オ

レ
ン
ジ
色
」
か
ら
「
う
す
い
緑
色
」
に
変
わ
り

ま
す
。

　

な
お
、
令
和
８
年
８
月
か
ら
は
、
マ
イ
ナ
保

険
証
を
お
持
ち
で
な
い
方
に
は
「
資
格
確
認

書
」
を
、
お
持
ち
の
方
に
は
「
資
格
情
報
の
お

知
ら
せ
」
を
交
付
い
た
し
ま
す
。

※�

各
認
定
証
の
交
付
を
受
け
て
い
る
方
は
、　

白
色
の
認
定
証
の
代
わ
り
と
し
て
資
格
確
認

書
に
限
度
区
分
を
併
記
し
ま
す
。

※�

住
民
税
非
課
税
世
帯
の
方
は
、
申
請
に
よ　

り
「
限
度
区
分
」
が
資
格
確
認
書
へ
併
記
さ

れ
ま
す
。
医
療
機
関
に
提
示
す
る
と
、
窓
口

で
の
医
療
費
の
自
己
負
担
額
お
よ
び
入
院
時

の
食
事
代
が
減
額
さ
れ
ま
す
。
食
事
代
の
差

額
が
あ
る
方
は
、
市
役
所
で
の
申
請
が
必
要

と
な
り
ま
す
の
で
、
医
療
機
関
で
支
払
っ
た

分
の
領
収
書
を
お
持
ち
く
だ
さ
い
。

※�

新
し
い
資
格
確
認
書
が
届
き
ま
し
た
ら
、　

現
在
お
持
ち
の
被
保
険
者
証
ま
た
は
資
格
確

認
書
（
認
定
証
）
は
、
８
月
１
日
（
土
）
以

降
使
用
で
き
ま
せ
ん
の
で
、
市
役
所
へ
ご
返

却
い
た
だ
く
か
、
細
か
く
裁
断
す
る
な
ど
し

て
処
分
し
て
く
だ
さ
い
。

問　

保
険
年
金
課　

℡
22-

３
５
０
４

あ
な
た
の
健
康
づ
く
り
の
た
め
に

　
　
　
　
　
　
　

健
診
を
受
け
ま
し
ょ
う

■
特
定
健
診

対
象　

今
年
度
40
～
74
歳
の
市
国
保
加
入
者

内�

容　

問
診
・
診
察
・
身
体
測
定
・
血
圧
測

定
・
尿
検
査
・
心
電
図
・
血
液
検
査

■
30
代
検
診

対
象　

今
年
度
30
～
39
歳
の
市
国
保
加
入
者

内�

容　

問
診
・
診
察
・
身
体
測
定
・
血
圧
測

定
・
尿
検
査
・
心
電
図
・
血
液
検
査

■
後
期
高
齢
者
医
療
の
健
康
診
査

対�

象　

今
年
度
75
歳
以
上
の
後
期
高
齢
者
医
療

保
険
加
入
者

内�

容　

問
診
・
診
察
・
身
体
測
定
・
血
圧
測

定
・
尿
検
査
・
心
電
図
・
血
液
検
査

※�

お
電
話
に
て
保
険
年
金
課
へ
お
申
込
み
く
だ

さ
い
。

※�

受
診
の
際
は
、
ピ
ン
ク
色
の
後
期
高
齢
者
医

療
の
健
康
診
査
受
診
券
が
必
要
で
す
。

■
が
ん
検
診

対
象　

今
年
度
に
40
歳
以
上
に
な
る
市
民

※�

受
診
で
き
る
検
診
は
、
お
届
け
し
た
受
診　

券
に
記
載
し
て
い
ま
す
。

検�

診
種
別　

胃
が
ん
・
大
腸
が
ん
・
肺
が
ん
・

乳
が
ん
・
肝
炎
ウ
イ
ル
ス

※�

９
月
６
日
（
土
）
の
健
診
で
は
、
野
菜
摂
取

レ
ベ
ル
が
分
か
る
「
ベ
ジ
チ
ェ
ッ
ク
®
」
な

ど
の
測
定
が
で
き
ま
す
。

申
・
問　

保
険
年
金
課　
　

℡
22-

３
５
１
２

　
　
　
　

保
健
セ
ン
タ
ー　

℡
82-

３
２
２
３

夏
の
こ
ど
も
を
守
る
運
動

期
間　

７
月
１
日
（
火
）
～
８
月
31
日
（
日
）

�

こ
の
時
期
に
は
、
ト
ラ
ブ
ル
や
犯
罪
に
巻
き

込
ま
れ
る
こ
と
が
多
く
な
り
ま
す
。
こ
ど
も
た

ち
が
安
心
し
て
過
ご
せ
る
よ
う
、
ご
家
庭
で
の

声
か
け
や
、
地
域
で
の
見
守
り
に
ご
協
力
を
お

願
い
い
た
し
ま
す
。

■
合
言
葉

・
家
族
の
ふ
れ
あ
い

・
地
域
の
絆

・
安
全
・
安
心
な
環
境
づ
く
り

・
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
の
使
い
方

推
進
機
関　

教
育
委
員
会

　
　
　
　
　

青
少
年
育
成
市
民
会
議

Arida Information
～有田市からのおしらせ～

人口・世帯数
【令和７年６月１日現在】
人口　24,951人（前月比-30人）
男　11,921人　女　13,030人
世帯数　11,644戸

　浄化槽は適正な管理をしないと、故障や臭いの原因
となるおそれがあります。
　浄化槽管理者（浄化槽を使用している方または設置
した方）には、浄化槽法により浄化槽の維持管理とし
て次の３つが義務づけられていますので、必ず実施し
てください。

①保守点検（家庭の場合は年３、４回）
　・機器類の調整、修繕
　・消毒剤の補充等
　・県の登録を受けた業者へ依頼

②清掃（年１回以上）
　・汚泥の引抜
　・機器類の洗浄
　・市の許可を受けた業者へ依頼

③法定検査
　・保守点検と清掃の実施状況を確認
　・�水質検査により浄化槽が正常に機
　　能しているかを確認
　・検査は２種類あり
　　�７条検査�（使用開始後３か月を経過した日から
５か月以内）�11�条検査（７条検査後毎年１回）

　・県の指定検査機関へ依頼
　　公益社団法人和歌山県水質保全センター
　　℡�073-432-6433

問　生活環境課　℡22-3565

　令和７年10月１日（水）現在、日本に住んでいるす
べての人及び世帯を対象として、国勢調査を実施しま
す。調査結果は、生活環境の改善や防災計画など、私
たちの生活の身近なところに使われている、最も重要
な統計調査です。
　９月中旬頃から、調査員が有田市の全ての世帯を訪問
します。ご理解・ご協力をよろしくお願いいたします。

問　経営企画課　℡22-3731

～生ごみの減量化にご協力をお願いします～
　家庭から出る生ごみを減量し、堆肥としての再資源
化ができる生ごみ処理容器（コンポスト）・処理機を
購入される方が次の要件を満たす場合、補助金を交付
しています。

対象　市内在住の方・市税等を完納している方
補助金額
　購入価格の２分の１（100円未満切捨）で上限あり
　・生ごみ処理容器　上限 3,000円
　・生ごみ処理機　　上限20,000円

申請期間　購入日より１年以内

※個人売買の品、中古品及び転売品でないこと
※生ごみ処理機の貸与制度（期間：４ヵ月）もあります。

問　生活環境課　℡22-3565

　令和６年12月より有田市地域
おこし協力隊として着任してい
る堤

つつみ

　康
やすひろ

浩さんが、空き家の利
活用について相談を受ける窓口
として、「空き家相談室」を開
設しました。
　空き家相談室は、実際に改修
された空き家を見ながら、改修
方法や空き家の可能性について、一級建築士の資格を
持つ地域おこし協力隊員に相談できる場所となってい
ます。当面の間は事前予約制にて月に１回程度、相談
会を開催します。詳しくは、市ホームページをご確認
ください。

▲空き家相談室� 問　経営企画課　℡22-3731

浄化槽の適正な管理をお願いします

令和７年国勢調査実施案内

生ごみ処理容器・処理機購入費補助金

【地域おこし協力隊】
有田市空き家相談室が開設！

簡単、便利！
インターネットで
回答しよう！

限度額適用・
標準負担額減額認定証及び
限度額適用認定証

白色の認定証は
別途送付いたしません。

７月初旬から順次

簡易書留

うすい緑色

７月１日（火）〜

資格確認書

すべての被保険者送付対象者

送付時期

送付方法

色

使用可能日

申込締切日

８月14日（木）

９月３日（水）

健診場所

文化福祉
センター

受付時間

８時〜
９時

実施日

９月６日（土）

９月25日（木）

※すべて無料です。
※�事前に予約が必要です。電話
またはWebにてお申込みくだ
さい。
※�お申し込み人数によっては、
受付時間を分けてご案内させ
ていただく場合があります。 詳細はこちらから

ARIDA　2025. ７ARIDA　2025. ７ ARIDA　2025. ７ ARIDA　2025. ７ ⑤ ④



7月は“社会を明るくする運動”の強調月間 この運動は、みんなの力を合わせて「犯罪や非行のない明るい社会、明るいまちを作りましょう」
という全国的な運動で、今年で75回目になります。

水
道
事
務
所
の
移
転
に
つ
い
て

　

水
道
事
務
所
は
、
建
物
の
老
朽
化
、
ま
た
市

民
の
利
便
性
向
上
と
関
係
各
課
と
の
連
携
強
化

を
図
る
た
め
、
市
役
所
内
へ
移
転
し
ま
す
。

問　

水
道
事
務
所　

℡
83-

２
１
４
１

令
和
７
年
度有

田
市
戦
没
者
戦
災
死
者
追
悼
式

　

先
の
大
戦
に
お
い
て
犠
牲
と
な
ら
れ
た
戦
没

者
・
戦
災
死
者
を
市
民
の
皆
さ
ん
と
と
も
に
追

悼
し
、
平
和
を
祈
念
い
た
し
ま
す
。
な
お
、
式

典
開
催
後
に
平
和
学
習
会
を
実
施
し
ま
す
。

日
時　

７
月
11
日
（
金
）
13
時
～

場
所　

市
民
会
館　

紀
文
ホ
ー
ル

問　

福
祉
課　

℡
22-

３
５
２
２

募

集

健
康
づ
く
り
の
地
域
サ
ポ
ー
タ
ー
と
し
て

　
　
　
　
　
　

活
動
し
て
み
ま
せ
ん
か
？

　

行
政
と
市
民
を
つ
な
ぐ
健
康
推
進
員
（
任
期

２
年
）
を
募
集
し
ま
す
。
養
成
講
座
終
了
後
、

健
康
づ
く
り
活
動
や
健
康
・
運
動
教
室
に
参
加

し
て
い
た
だ
き
ま
す
。

　

得
た
知
識
や
経
験
、
健
診
の
大
切
さ
を
ご
家

族
や
市
民
に
伝
え
る
こ
と
で
、
市
全
体
の
健
康

意
識
向
上
を
め
ざ
し
ま
す
。

■
養
成
講
座

日
時　

９
月
22
日
（
月
）
13
時
10
分
～
16
時
40
分

内�

容　

市
町
の
健
康
状
況
・
健
診
説
明
、
健
康

運
動
指
導
者
に
よ
る
実
技
等

講
師　

神か
み
う
ち内　

義よ
し
ひ
ろ博�

氏

　
　
　

各
市
町
・
湯
浅
保
健
所
担
当
者

場
所　

有
田
振
興
局
３
階
大
会
議
室

申
込
み　

８
月
20
日
（
水
）
ま
で

申
・
問　

保
健
セ
ン
タ
ー　

℡
82-

３
２
２
３

各
種
目
自
衛
官
の
募
集

募�

集
種
目　

自
衛
官
候
補
生
、

　

一
般
曹
候
補
生
、
航
空
学
生
、

　

�

防
衛
大
学
校
学
生
、
防
衛
医
科　
　

大
学
校
学
生
、
予
備
自
衛
官
補

※�

受
験
資
格
・
受
付
期
間
な
ど
詳
し
く
は
お
問

い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

問　

防
衛
省
自
衛
隊
和
歌
山
地
方
協
力
本
部

　
　

有
田
募
集
案
内
所　

℡
82-

６
６
３
１

イ
ベ
ン
ト

郷
土
資
料
館
で
企
画
展
を
開
催

　

今
年
、
日
本
は
戦
後
80
年
を
迎
え
ま
す
。
当

時
を
経
験
し
た
人
々
も
少
な
く
な
る
中
、
今
日

に
至
る
ま
で
戦
争
の
記
憶
が
引
き
継
が
れ
て
き

ま
し
た
。
本
企
画
展
で
は
、
日
本
近
代
以
降
の

戦
争
資
料
と
戦
時
下
の
市
の
様
子
に
つ
い
て
紹

介
し
ま
す
。

展
示
期
間　

７
月
５
日
（
土
）～
９
月
７
日
（
日
）

場
所　
　
　

郷
土
資
料
館　

第
２
展
示
室

開
館
時
間　

９
時
30
分
～
17
時

　
　
　
　
　
　
　
　

（
最
終
入
館
16
時
30
分
）

ギ
ャ
ラ
リ
ー
ト
ー
ク　

※
申
込
み
不
要

内
容　

展
示
担
当
学
芸
員
に
よ
る
展
示
解
説

日
時　

①
７
月
12
日
（
土
）
13
時
30
分
～

　
　
　

②
８
月
11
日
（
月
・
祝
）
13
時
30
分
～

講
師　

担
当
学
芸
員

申
・
問　

文
化
福
祉
セ
ン
タ
ー
（
水
曜
休
館
）

　
　
　
　

℡
82-

３
２
２
１

郷
土
資
料
館　

　
　

夏
休
み
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
イ
ベ
ン
ト

　

夏
休
み
の
工
作
に
ぴ
っ
た
り
！
オ
リ
ジ
ナ
ル

の
勾ま
が
た
ま玉
ア
ク
セ
サ
リ
ー
や
銅ど
う
た
く鐸
・
鏡
・
古
銭
の

ミ
ニ
チ
ュ
ア
を
作
ろ
う
！

日
時　

①
勾
玉
づ
く
り　

８
月
２
日
（
土
）

　
　
　

②
鋳ち
ゅ
う

造ぞ
う

体
験　
　

８
月
23
日
（
土
）

　
　
　

13
時
30
分
～
15
時
受
付

　

所
要
時
間
は
30
分
～
１
時
間
程
度
で
す
。

参
加
費　

①
３
０
０
円　

②
５
０
０
円

　
　
　
　

（
材
料
費
・
保
険
代
含
む
）

場
所　

文
化
福
祉
セ
ン
タ
ー�

ミ
ー
テ
ィ
ン
グ
室

定
員　

各
回
10
名

※�

小
学
生
低
学
年
以
下
は
保
護
者
同
伴
必
須

申�

込
み　

電
話
ま
た
は
下
記
フ
ォ
ー

ム
に
て
①
８
月
１
日
（
金
）

　

②
８
月
22
日
（
金
）
ま
で

※
定
員
に
達
し
次
第
受
付
を
終
了
し
ま
す
。

申
・
問　

文
化
福
祉
セ
ン
タ
ー　

　
　
　
　

℡
82-

３
２
２
１
（
水
曜
休
館
）

国
民
年
金

■
申
請
免
除
制
度

　

経
済
的
な
理
由
な
ど
で
保
険
料
を
納
め
る
こ

と
が
困
難
な
場
合
、
申
請
を
し
て
承
認
さ
れ
る

と
保
険
料
の
納
付
が
免
除
さ
れ
る
申
請
免
除
制

度
が
あ
り
ま
す
。

承�

認
期
間　

７
月
～
翌
年
６
月
（
途
中
か
ら
の

申
請
も
可
能
）

免
除
の
種
類　

全
額
免
除
、
一
部
免
除

※�

退
職
（
失
業
）
を
理
由
と
し
た
特
例
免
除
制

度
も
あ
り
ま
す
。
退
職
さ
れ
た
方
の
所
得
を

除
外
し
て
免
除
の
審
査
を
行
い
ま
す
。
な

お
、
申
請
に
は
、
雇
用
保
険
被
保
険
者
離
職

票
、
ま
た
は
雇
用
保
険
受
給
資
格
者
証
の
写

し
等
が
必
要
で
す
。

■
納
付
猶
予
制
度

　

50
歳
未
満
の
方
で
、
本
人
・�

配
偶
者
の
前

年
所
得
が
一
定
額
以
下
で
あ
れ
ば
、
申
請
に
よ

り
保
険
料
の
納
付
が
猶
予
さ
れ
ま
す
。

　

承
認
さ
れ
た
期
間
は
老
齢
基
礎
年
金
を
受
け

取
る
た
め
に
必
要
な
期
間
に
算
入
さ
れ
ま
す

が
、
年
金
額
に
は
反
映
さ
れ
ま
せ
ん
。

※�

保
険
料
を
納
め
な
い
ま
ま
に
し
て
お
く
と
、

「
も
し
も
」
の
と
き
の
障
害
基
礎
年
金
や
遺

族
基
礎
年
金
を
受
け
ら
れ
な
い
場
合
が
あ
り

ま
す
。
納
め
る
こ
と
が
困
難
な
場
合
は
、
申

請
を
し
ま
し
ょ
う
。

■
国
民
年
金
手
続
の
電
子
申
請

　

マ
イ
ナ
ポ
ー
タ
ル
か
ら
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー

ド
を
利
用
し
て
、
国
民
年
金
第
一
号
被
保
険
者

の
資
格
取
得
・
種
別
変
更
、
国
民
年
金
免
除
・

納
付
猶
予
及
び
学
生
納
付
特
例
の
電
子
申
請
が

で
き
ま
す
。
申
請
後
の
状
況
や
審
査
結
果
も
確

認
で
き
ま
す
。

問　

和
歌
山
西
年
金
事
務
所

　
　
　

℡
０
７
３-

４
４
７-
１
６
６
０

　
　

保
険
年
金
課　

℡
22-
３
５
０
４

人
権
擁
護
委
員
会
の
紹
介

　

７
月
１
日
（
火
）
付
で
法
務
大
臣
か
ら
次
の

方
が
委
嘱
さ
れ
ま
し
た
。

　

橋は
し
も
と本　

訓く
に
す
け祐�

氏
（
初
島
町
里
）
再
任

　

濵は
ま

部べ　

忠た
だ

男お�

氏
（
箕
島
）　
　

再
任

　

栗く
り
や
ま山　

昌ま
さ

子こ�

氏
（
宮
崎
町
）　

再
任

　

上う
え

野の

山や
ま

俊と
し
あ
き顕�

氏
（
千
田
）　
　

新
任

問　

市
民
課　

℡
22-

３
５
５
８

マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
受
取
・
更
新

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

休
日
開
庁

対�

象　

マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
の
受
取
を
さ　

れ
る
方
、
電
子
証
明
書
の
更
新
の
お
知
ら
せ

が
届
い
て
い
る
方

日
時　

７
月
27
日
（
日
）
８
時
30
分
～
正
午

持
ち
物

【
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
の
受
取
】　

　

�

①
交
付
通
知
書
（
は
が
き
）
②
通
知
カ
ー
ド

③
住
民
基
本
台
帳
カ
ー
ド
（
②
③
は
お
持
ち

の
方
の
み
）
④
本
人
確
認
書
類

【
電
子
証
明
書
の
更
新
】

　

①
電
子
証
明
書
の
有
効
期
限
通
知
書

　

②
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド

　

③
本
人
確
認
書
類
（
暗
証
番
号
を
忘
れ
た
場
合
）

※
住
所
の
変
更
手
続
き
等
は
で
き
ま
せ
ん
。

★�

マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
の
申
請
サ
ポ
ー
ト　

も
行
っ
て
い
ま
す
。
ま
だ
申
請
さ
れ
て
い
な

い
方
も
ぜ
ひ
ご
利
用
く
だ
さ
い
！

問　

市
民
課　

℡
22-

３
５
６
１

　令和７年度国民健康保険税納税通知書を７月中旬にお届けします。今年度の変更点は以下のとおりです。
　・賦課限度額を引き上げます。
　・軽減判定基準所得を引き上げます。
�【令和７年度国民健康保険税率及び賦課限度額】

医療分（A） 後期高齢者支援金分（B） 40歳未満及び65歳以上
（A+B=C） 介護分（D） 40歳以上65歳未満

（C+D）
所得割 7.20% 2.40% 9.60% 2.20% 11.80%
均等割 25,200円 8,400円 33,600円 8,400円 42,000円
平等割 24,000円 7,200円 31,200円 7,200円 38,400円�

限度額 660,000円
(650,000円)

260,000円
(240,000円)

920,000円
(890,000円)

変更なし
(170,000円)

1,090,000円
(1,060,000円)

【軽減判定基準所得】� ※（　　）前年度
軽減割合 令和６年度 令和７年度

７割軽減 基礎控除（43万円）＋10万円×[給与所得者等
の数（※①）－１]　以下の世帯 変更なし

５割軽減
基礎控除（43万円）＋29.5万円×被保険者数
（※②）＋10万円×[給与所得者等の数（※①）
－１]　以下の世帯

基礎控除（43万円）＋30.5万円×被保険者数
（※②）＋10万円×[給与所得者等の数（※①）
－１]　以下の世帯

２割軽減
基礎控除（43万円）＋54.5万円×被保険者数
（※②）＋10万円×[給与所得者等の数（※①）
－１]　以下の世帯

基礎控除（43万円）＋56万円×被保険者数（※
②）＋10万円×[給与所得者等の数（※①）－
１]　以下の世帯

※�①一定の給与所得者（給与収入が55万円を超える方）と公的年金所得者（公的年金等の収入が60万円を超える
65歳未満の方、または公的年金等の収入が125万円を超える65歳以上の方）の合計の数。
※②国保加入者及び後期高齢者医療の被保険者。（ただし特定同一世帯所属者に限る）

令和７年度　国民健康保険税について� 問　保険年金課　℡ 22-3506

�

令
和
７
年
度

　

固
定
資
産
税
（
第
２
期
）

　

国
民
健
康
保
険
税
（
第
１
期
）

　

後
期
高
齢
者
医
療
保
険
料
（
第
１
期
）

　

介
護
保
険
料
（
第
１
期
）

　

納
期
限
は
７
月
31
日
（
木
）
で
す
。

水道事務所

階　段

廊

　
　下

建設課
・

都市整備課

業務開始
　９月１日（月）
移転場所
　市役所３階
　（経済建設部建設課の西側）

　東京都の瑞
みず

穂
ほ

町、岡山県の美
みまさか

作市のユーザーと一緒にアプリで14日間の電子ウォークラリーを開催します。
　今回は合計９チームで行い、期間中で目標歩数×14（日）以上歩くと抽選で「有田市」の賞品が当たります！

期間　７月７日（月）〜20日（日）　※参加は７月10日（木）まで

ウォークラリー参加コード
１日 5,000歩チーム《6350-0183-8236》
１日 8,000歩チーム《6350-5385-5849》
１日10,000歩チーム《6350-5489-8773》

　参加には事前登録が必要です。
　なお、登録方法などは保健センターにお問い合わせください。� 問　保健センター　℡82-3223

健康ポイントアプリイベント　～３市町合同ウォークラリーを開催！～

5,000歩チーム 8,000歩チーム 10,000歩チーム

ARIDA　2025. ７ARIDA　2025. ７ ARIDA　2025. ７ ARIDA　2025. ７ ⑦ ⑥



■
認
知
症
予
防
教
室
「
い
こ
ら
会
」

　

市
立
病
院
で
は
、
奇
数
月
の
第
３
水
曜

日
に
「
い
こ
ら
会
」
を
開
催
し
て
い
ま

す
。
７
月
開
催
の
「
い
こ
ら
会
」
で
は
、

音
楽
療
法
を
取
り
入
れ
ま
す
。
認
知
症
の

有
無
や
年
齢
に
関
わ
ら
ず
、
ど
な
た
で
も

ご
参
加
い
た
だ
け
ま
す
の
で
、
お
気
軽
に

ご
参
加
く
だ
さ
い
！

日
程　

７
月
16
日
（
水
）
14
時
30
分
～

場
所　

市
立
病
院　

４
階　

会
議
室

※�

音
楽
療
法
と
は
、
音
楽
の
リ
ズ
ム
や
メ

ロ
デ
ィ
を
使
っ
て
、
心
と
身
体
の
健
康

を
サ
ポ
ー
ト
す
る
療
法
で
す
。
な
つ
か

し
い
音
楽
で
楽
し
い
記
憶
を
呼
び
起
こ

し
、
リ
ラ
ッ
ク
ス
効
果
や
脳
の
活
性
化

な
ど
が
期
待
さ
れ
る
ほ
か
、
認
知
症
の

進
行
抑
制
や
フ
レ
イ
ル
予
防
に
も
つ
な

が
り
ま
す
！

■
小
児
科
か
ら
の
お
知
ら
せ

　

小
児
科
医
師
の
夜
間
休
日
対
応
や
午
後

診
療
を
行
っ
て
い
ま
す
。
お
子
様
の
急
変

時
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

【
午
後
診
療
】

　

毎
週
、
火
曜
日
と
木
曜
日

　

13
時
～
16
時

【
夜
間
当
直
】

　

毎
週
、
火
曜
日

　

17
時
30
分
～
翌
８
時
30
分

■
市
立
病
院
「
Ｌ
Ｉ
Ｎ
Ｅ
」
公
式
ア
カ
ウ
ン
ト

　

休
診
・
代
診
情
報
等
を
発

信
し
て
い
ま
す
。

　

是
非
、
ご
登
録
く
だ
さ
い
！

問　

市
立
病
院　

℡
82-

２
１
５
１

　 Hospital Topics  ～有田市立病院～

　阪神・淡路大震災や東日本大震災では、電気器具
の転倒による火災や、停電後の電気復旧時に発生す
る「通電火災」が多発しました。電気が原因となる
震災時の電気火災対策に効果的なのが『感震ブレー
カー』です。
　感震ブレーカーは、地震時に設定以上の揺れを感
知すると自動的に電気を止める機器です。一般的な
ブレーカーは漏電には対応していますが、地震によ
る火災対策には効力がありません。地震による火災
対策のために、感震ブレーカーの設置をぜひご検討
ください。

問　消防本部　予防課　℡83-0119

地震による電気火災対策について

広告広告 広告広告

夏だ！地ノ島へ行こう！
今年も地ノ島の海水浴渡船割引を実施します♪
利用期間　７月12日（土）〜８月24日（日）
広報ありだ７月号のこのページの割引券を切
り取ってお使いください！
※キャンプ場での利用は対象外です。
※割引券はコピー不可です。

大人（中学生以上）2,000円→1,500円‼
小人（小学生）　　1,000円→� �500円‼

※小学生未満は300円

問　産業振興課　℡22-3624

地ノ島海水浴渡船料割引券

期間 R7.7.12～8.24

大人（中学生以上）
1,500円１名様

地ノ島海水浴渡船料割引券

期間 R7.7.12～8.24

大人（中学生以上）
1,500円１名様

地ノ島海水浴渡船料割引券

期間 R7.7.12～8.24

小人（小学生）
500円１名様

地ノ島海水浴渡船料割引券

期間 R7.7.12～8.24

小人（小学生）
500円１名様

あそびに
きてね！

　

「
こ
れ
、
ほ
ん
ま
に
枝
か
ら
で
き
て
る

ん
？
」

　

完
成
品
を
手
に
し
た
高
校
生
た
ち
か
ら

驚
き
の
声
が
あ
が
り
ま
し
た
。

　

市
で
は
、
ア
サ
ヒ
ユ
ウ
ア
ス
株
式
会
社

と
箕
島
高
等
学
校
、
角
川
ド
ワ
ン
ゴ
学
園

Ｎ
高
等
学
校
・
Ｓ
高
等
学
校
の
生
徒
た
ち

と
と
も
に
、
せ
ん
定
さ
れ
た
み
か
ん
の
枝

を
再
利
用
し
た
リ
ユ
ー
ス
カ
ッ
プ
「
果
樹

園
の
タ
ン
ブ
ラ
ー 

有
田
み
か
ん
」
を
開
発

し
ま
し
た
。
こ
れ
ま
で
廃
棄
さ
れ
て
い
た

枝
に
新
た
な
命
を
吹
き
込
む
、
サ
ス
テ
ナ

ブ
ル
な
取
組
で
す
。

　

「
最
初
は
〝
枝
か
ら
カ
ッ
プ
〟
な
ん
て

想
像
も
で
き
ま
せ
ん
で
し
た
。
で
も
実
際

に
手
に
取
る
と
、
木
の
よ
う
な
手
触
り

で
、
木
目
も
き
れ
い
。
み
か
ん
の
枝
が
こ

ん
な
風
に
生
ま
れ
変
わ
る
な
ん
て
す
ご
い

と
思
い
ま
し
た
」
と
話
す
の
は
、
箕
島
高

等
学
校
の
生
徒
た
ち
。
ア
サ
ヒ
ユ
ウ
ア
ス

に
よ
る
出
前
授
業
で
は
、
商
品
開
発
の
流

れ
や
持
続
可
能
な
社
会
の
考
え
方
を
学
ん

だ
生
徒
た
ち
は
、
デ
ザ
イ
ン
に
も
参
加
。

有
田
み
か
ん
の
断
面
に
花
や
葉
を
添
え

た
、
み
ず
み
ず
し
い
絵
柄
に
は
、
「
実
が

な
る
ま
で
の
過
程
に
も
光
を
当
て
た
い
」

と
い
う
思
い
が
込
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

　

完
成
し
た
タ
ン
ブ
ラ
ー
は
、
大
阪
・
関

西
万
博
で
販
売
さ
れ
、
生
徒
た
ち
は
来
場

者
に
自
ら
商
品
の
魅
力
を
発
信
。
「
自
分

た
ち
が
関
わ
っ
た
も
の
が
世
に
出
る
の
が

嬉
し
い
！
」
と
笑
顔
を
見
せ
ま
し
た
。

　

地
域
資
源
に
目
を
向
け
、
若
者
の
ア
イ

デ
ア
と
企
業
の
技
術
が
重
な
っ
て
誕
生
し

た
「
果
樹
園
の
タ
ン
ブ
ラ
ー 

有
田
み
か

ん
」
。
有
田
の
ま
ち
に
新
た
な
風
を
吹
き

込
ん
だ
共
創
の
物
語
で
す
。

「有田みかんの枝」から
　生まれたリユースカップ

～高校生×企業×有田市の共創プロジェクト～

大阪・関西万博でPR！
箕島高等学校の皆さん

　左から）赤
あか

井
い

 佳
か

暖
のん

さん、堀
ほりうち

内 獅
し し

子丸
まる

さん
　　　　　上

うえ

田
だ

 勘
かん

太
た

さん、森
もり

 恭
きょう

弥
や

さん
取材協力）前

まえやま

山 瑠
りゅう

星
せい

さん

十
人
十
色
第
10
回

輝
く

君
色
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有田市の施策やまちの話題など…
Active Arida Topics

5/24（土），25（日）おさかなに大興奮！
　「浜のうたせ」で「５周年祭」が開催され、市内外から多
くの人が訪れました。24日（土）には新鮮な魚をタモで捕
るコーナーがあり、タモがしなるほどの大きな魚を捕まえよ
うと、朝から長蛇の列ができていました。広川町から家族で
訪れた男の子は、「お魚が好きで来ました。カワハギが好き
なので捕れて嬉しい」と笑顔で話してくれました。雨天にも
かかわらず、笑顔と活気に包まれた２日間となりました。

5/11（日）

大切な人を守るまちに

　防災分野の第一人者、東京大学大学院特任教授・片田敏孝
氏による防災講演会を開催し、自然豊かな有田市で、災害と
ともに生きる心構えや、命を守る備えと行動の大切さについ
て語っていただきました。講演を聞いた有和中学校２年の生
徒は「『助ける、助けられるのではなく、市民全員で助かる
有田をめざす』という言葉が印象的でした。何かあってから
では遅いので、家族にも伝え、今から備えたい」と話してく
れました。

6/11（水）

得生寺にて来迎会式

　中将姫の寺として知られる得生寺で、「来迎会式」が開催
されました。糸我小学校の児童ら25人が、菩薩の面をつ
け、袈裟や緋の衣を身にまとって二十五菩薩になり、開山堂
から本堂へと練り歩きました。この「二十五菩薩練供養」
は、中将姫が菩薩に迎え入れられて大往生を遂げたという説
話に基づくもので、県の無形文化財に指定されています。お
ごそかな雰囲気の中、地元の人々は荘厳な様子を静かに見
守っていました。

９月生まれのお子さん（就学前）募集中！　氏名、生年月日、住所、電話番号、メッセージ（50字以内）を添えてお申込みください。
※応募多数の場合は抽選 ※宛先は裏表紙参照　申込方法／郵便・メール・持込　
締切／７月末日　二次元コードからも申込みできます！　

ちゅうじょうひめ

ぼ さつ

け　さ あけ ころも

かた だ としたか

７７
月
生
ま
れ

こ
ど
も
ス
マ
イ
ル

のんちゃん、おめで
とう♡
ほいくしょにはいって
から、いろんなものが
たべられるようになっ
たね！すごい！！

山﨑 望未ちゃん
（４歳）

やまさき  のぞ み

誕生日おめでとう(^^)
これからも家族の癒
しでいてね！

小崎 登祐真ちゃん
（２歳）

こ さき　と　う　ま

誕生日おめでとう♡
仲良くいっぱいあそ
ぼうね‼
じぃじ、ばぁばより

お誕生日おめでとう��♡
いつもお手伝いありがと
うこれからも元気いっぱ
いのここみでいてね
うまれてきてくれてあり
がとう大好きだよ♡♡

中井 心望ちゃん
（５歳）

なか い　ここ み

６歳のお誕生日おめでと
う♡
これからも姉弟やお友達
と仲良くHAPPYな毎日に
しようね��
大好きだよ♡

寺森 瑞華ちゃん
（６歳）

てらもり みず は

６歳おめでとう！
いつも元気でなながいる
とみんな笑顔になるよ♡
これからも楽しい思い出
いっぱい作ろうね♡

石垣 夏菜ちゃん
（６歳）

いしがき　な　な

坂本 陽葉ちゃん
狗巻 周杜ちゃん
（１歳・２歳）

さかもと はる は

いぬまき しゅうと

有田市図書館　℡ 82-3220

図書館のイベント
★こども司書のおはなし会
　日時　7/25（金）14：00～
　場所　図書館内　わくわくのもり
　内容　こども司書講座に参加してくれたこどもによる読み聞かせなど
　対象　５歳ぐらいのお子さんから大人の方までたくさんのご参加を
　　　　お待ちしています!!

PICK UP

★新着図書紹介
　「クッキーをつくれば宇宙がわかる」

ジェフ・エンゲルスタイン／著、田沢 恭子／訳
早川書房

　宇宙の成り立ちを語るには、クッキーのレシピが
最良の題材！イラスト満載で、素粒子から銀河星団
まで、宇宙の仕組みを楽しく解説。ビッグバンは
チョコチップで遺伝子工学は卵？
　難解な概念もクッキーづくりと思えばサクサク？

広告

市民会館　℡82-2626
詳しくは
こちら▶▶

◆あかちゃんタイム（毎週木曜日）
　　7/3、10、17、24、8/7
　　9：30～12：00

◆アリッサのおはなしかい（乳幼児～就園前くらい）
　　8/7（木）10：30～

有田市子育てスマイルチケット対応。市民
会館主催のイベントのお支払いにご利用い
ただけます。
★整理券配布中！　7/27（日）14：00～
　アニメ映画会
　「北極百貨店のコンシェルジュさん」

（約70分）

◆ALTとえいごでおはなし会（こども向け）
　　7/30（水）14：00～

◆朗読ボランティアささやき おはなし会（こども向け）
　　7/26（土）10：30～

◆こども司書講座　※定員６名
　　7/23（水）・25（金）13：30～15：30
　　対　象　市内小学校に通う５・６年生で
　　　　　　２日間参加できる方
　　申込み　右記二次元コードから

７月の図書館休館日
毎週火曜日、７月31日（木）

◆こどもえいがかいともりのかみしばい屋さん（こども向け）
　映画「きょうはなんてうんがいいんだろう」（約25分）
　紙芝居の読み聞かせ　　定員60名程度
　　7/19（土）13：30～

※図書館のイベントはすべて参加費無料です。

★ミュージカル　眠れる森の美女
　８/９（土）14：00開場　14：30開演（約120分）
　チケット販売中【全席指定】
　前売券　大人1,000円（当日1,300円）、高校生以下500円（当日800円）
　※０歳から入場可。入退場自由。※未就学児は膝上鑑賞無料。
　　（ただし、お席が必要な場合はチケットをお求めください。）

　販売場所：市民会館、イープラス
　出演者：王女 須藤　茉麻（元Berryz工房）王子 渡辺　和貴（2.5次元俳優）ほか

★阪田知樹ピアノリサイタル
　７/13（日） 13：30 開場　14：00 開演（約120分）
　チケット販売中【全席指定】
　前売券　一般 1,500円（当日2,000円）
　　　　　高校生 800円（当日1,000円）
　　　　　小中学生 500円（当日800円）
　※未就学児の入場はご遠慮願います。
　販売場所：市民会館、イープラス Ⓒ Ayustet

さか た とも き

★やなせななトーク＆コンサート「いのちと心を伝える愛のうた」
　短編映画「蜜柑」上映会
　9/6（土）13：30開場　14：00開演（約90分）
　整 理 券　7/11（金）　配布開始
　配布場所　高齢介護課、市民会館　※全席自由席、入場無料（要整理券）

す どう　　 ま あさ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　わたなべ　　かず き
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有
田
サ
ン
ブ
リ
ッ
ジ

特
別
観
覧
席
申
込
受
付
中
！

　早いもので、今年もすでに半年が過ぎました。
　四季折々の自然に恵まれた、わがふるさと有田市
の風景は、私たちの心を和ませてくれます。一方
で、自然の力の前に無力さを痛感する場面も、幾度
となく経験してきました。
　とりわけ、豊かな恵みをもたらす母なる有田川
は、かつて大きな災害をもたらしました。昭和28年
７月18日の大水害では、多くの尊い命が奪われまし
た。この痛ましい経験と教訓は決して忘れてはなり
ません。
　さて、去る６月11日、市民会館において防災講演
会を開催し、「釜石の奇跡」で知られる防災教育の
第一人者、東京大学大学院特任教授の片田敏孝先生
をお迎えし、多くの市民の皆様にご参加いただきま
した。特に、有和中学校の全校生徒も参加し、未来
を担う若者たちが命を守る意識を深める貴重な機会
となりました。
　講演で先生が繰り返し強調されたのは「自助」の
大切さ、つまり自らの命を自分で守る意識と行動の
重要性です。これは自分だけでなく、家族や友人な

ど「大切な人を守り、悲しませない」ことと深く結
びついています。 
　また、「人は人として逃げられない」という言葉
は、災害の極限状態において、私たちが思いやりや
絆によって行動してしまう現実を示しています。だ
からこそ、平時からの備えと信頼、そして家族との
日頃の対話が命を守る力になるのです。「釜石の奇
跡」は決して偶然ではなく、大切な人を思う気持ち
と日頃の備えが命をつないだのです。
　今回の講演会は、「命を守るとは何か」を改めて
考える貴重な機会となりました。激甚化する災害
に、身も心も「備え」を強める必要があります。
　どうか皆様には、ご家庭や地域で「いざという
時、どう行動するか」について、今一度お話の機会
を持っていただければと思います。
　これからも市民の皆様のお声に耳を傾け、共に歩
みながら、安全で安心なまちづくりのために、防
災・減災対策に取り組んでまいります。

有田市長　玉木　久登　

この広報誌は地球環境保護のために、
植物油インキを使用しています。
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Em
ail

hisho@
city.arida.lg.jp

U
RL

https://w
w
w
.city.arida.lg.jp/

〒
649-0392　

和
歌
山
県
有
田
市
箕
島
50

tel 0737-83-1111　
fax 0737-83-2222

広告 市収入の一部とするため有料広告を掲載しています。 より良い広報づくりのため、皆様のご意見ご要望を秘書広報課へお寄せください。

想いをつなぐ
持続可能な未来へ

― 教訓を力に ―
心で備える防災へ

かた だ としたか

問
　
ふ
る
さ
と
創
生
室
　
℡
22-

３
６
４
８

第43回紀文まつり
8月10日（日）開催！！
予備日　11日（月・祝） 

花火　20：20～（有田川河川敷）
主催　紀文まつり実行委員会

問　産業振興課　℡22-3624

第43回紀文まつり
8月10日（日）開催！！
予備日　11日（月・祝） 

花火　20：20～（有田川河川敷）
主催　紀文まつり実行委員会

問　産業振興課　℡22-3624

3,000発の
大迫力！

詳細はこちら
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